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௽Ԭࢢ決算特集
令和２年度
広報つるおか特集号

　新型コロナウイルス感染症の流行が続く中、地域
住民が安心して暮らすことができるよう、医療従事
者の皆さんは日々奮闘しています。

　
写真：県の重点医療機関としてコロナ対応に当たる荘内病院

※撮影のため、マスクを外しています。
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ೖのಛ௃ࡀ
　特別定額給付金給付事業費補助金や新
型コロナウイルス感染症対応地方創生臨
時交付金など国庫支出金の増加によって、
前年に比べ大幅な増額となっています。

ී௨ձܭ歳入ܾࢉ額ɹ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ

ʢରલ೥౓ç����ԯ�
���ສ�ઍԁʣ

■自主財源　ࢢ੫ͳͲͷࣗओతͳऩೖ
　˓市੫ʜࢢຽ੫ɺݻఆ࢈ࢿ੫ɺܰ ࣗಈं੫ɺ
ը੫ͳͲܭࢢ͹͜੫ɺೖ౬੫ɺ౎ͨࢢ　　
ઃͷར༻ྉɺࢪͷࢢྉɾख਺ྉʜ༺࢖�˓　
ূ໌ॻൃߦख਺ྉͳͲ

　˓�෼୲ۚɾෛ୲ۚʜಛఆͷαʔϏεΛड
͚ͨํ͕ෛ୲ͨ͠おۚ

　˓ॾऩೖ΄͔ʜି෇ۚͷۚݩऩೖͳͲ
　˓�લ೥౓܁ӽۚʜલ೥౓かΒ܁Γӽͨ͠
おۚ

■�依存財源　ࠃ΍ݝかΒఆΊΒΕֹͨΛަ
෇͞ΕͨΓɺׂΓ౰ͯΒΕͨΓ͢るऩೖ
　˓�஍ํަ෇੫ʜॴಘ੫౳ͷ͕ࠃ௃ऩͨ͠
੫ۚͷதかΒɺࢢͷࡒ੓ঢ়گʹԠͯ͡
ަ෇͞Εͨおۚ

ͷͨۀࣄ຿ɾࣄग़ۚʜಛఆͷࢧݝɾࠃ�˓　
Ίͷݯࡒͱͯ͠ɺࠃ΍ݝかΒަ෇͞Ε
ͨおۚ

　˓�市債ʜ౤ࢿతܦඅ౳ʹॆͯるͨΊɺࠃ
΍ۚ༥ؔػかΒआΓͨおۚ

　˓�஍ํৡ༩੫ʜ͕ࠃ௃ऩͨࣗ͠ಈंॏྔ
੫౳かΒ഑෼͞Εͨおۚ

　˓�֤ छަ෇ۚʜ஍ํফඅ੫ަ෇ۚͳͲͷɺ
かΒ഑෼͞Εͨおۚࠃ

用語の解説ɹ

市税などの収入 その他の収入

ೖ額Λ市ຽࡀ �ਓ౰ͨΓʹ͢ࢉ׵Δͱɹ��ສ�
���ԁ

��ສ�
���ԁ
市債（借入金）
̔ສ�
���ԁ ̎ສ�
���ԁ

˞ྩ࿨̏೥݄̏��೔ࡏݱͷਓޱɿ���
���ਓͰࢉग़

ɾલ೥౓܁ӽۚ
ɾ܁ۚجೖۚ
ɾدෟۚ
　　　　　　ͳͲ


�੫　��ສࢢ���ԁ

�　ྉɾख਺ྉ༺࢖���ԁ
෼୲ۚɾෛ୲ۚ　��
���ԁ
ॾऩೖ΄か　̏ສ�
���ԁ　　　　　

国からの収入
��ສ�
���ԁ

県からの収入
̓ສ���ԁ

令
和
２
年
度
の

決
算
を

報
告
し
ま
す

　
令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
症
の
感
染
防
止
、
市
民
生
活
の
支

援
や
地
域
経
済
対
策
に
取
り
組
み
な
が
ら
、

本
市
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
少
子
化
・
人

口
減
少
対
策
を
は
じ
め
、
第
２
次
総
合
計

画
に
掲
げ
る
各
種
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

੫ࢢ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ����ˋʣ

ྉɾख਺ྉɺ༺࢖　
෼୲ۚɾෛ୲ۚ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

ॾऩೖ΄か
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

஍ํৡ༩੫ɺ
֤छަ෇ۚ
��ԯ�
���ສԁ
ʢ���ˋʣ

࠴ࢢ
���ԯ�
���ສԁ
ʢ����ˋʣ

ग़ۚࢧݝɾࠃ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ����ˋʣ

஍ํަ෇੫
���ԯ�
���ສԁ
ʢ����ˋʣ

ࣗओݯࡒ
����ˋ

ґଘݯࡒ
����ˋ

͏ͪલ೥౓܁ӽۚ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ

市債
　߹ซಛྫ࠴΍աૄ࠴ɺล஍࠴ͳͲ
೥౓ʹ༗རͳަ෇੫ાஔ͕ड͚Βޙ
Εる࠴ىΛ࠷େ׆ݶ༻͍ͯ͠·͢ɻ

άϥϑᶃࡀೖの಺༁
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ग़のಛ௃ࡀ
ͱ͢る新型コロナウイݯࡒඅΛओཁࠃ　
ルス感染症対策に係る各種事業費や、大
雪による除雪対策事業費の増加等のため、
全体として大幅な増額となっています。

　˓ຽੜඅʜ෱ࢱ΍อҭͳͲͷͨΊͷおۚ
　˓�૯຿අʜ՝੫ɾೲ੫ɺ৬һ؅ཧͳͲͷ
΄かɺ૯຿ɾاըతͳۀ຿ͷͨΊͷお
ۚ

　˓�Ӵੜඅʜ݈૿߁ਐ΍͝ΈॲཧͳͲͷͨ
Ίͷおۚ

　˓ެ債අʜࢢͷआۚฦࡁͷͨΊͷおۚ
　˓�౔໦අʜಓ࿏΍ڮͷݐઃɺআઇͳͲͷ
ͨΊͷおۚ

ҭͳͲͷͨΊͷおۚڭҭඅʜڭ˓　
　˓�঎޻අʜ঎ۀ޻΍ޫ؍ͷৼڵͷͨΊͷ
おۚ

　˓�೶ྛਫۀ࢈අʜ೶ྛਫۀ࢈ͷৼڵͷͨ
Ίͷおۚ

　˓�ফ๷අʜফ๷΍ٸٹɺٹॿ׆ಈͳͲͷ
ͨΊͷおۚ

ͷͨࣄ޻چͷ෮֐ࡂඅʜࣗવچ෮֐ࡂ�˓　
Ίͷおۚ

　˓ٞձඅʜٞࢢձͷӡӦͷͨΊͷおۚ
　˓࿑ಇඅʜޏ༻ରࡦͳͲͷͨΊͷおۚ

用語の解説ɹ

ී௨ձܭ歳出ܾࢉ額ɹ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ
಺ɺ৽ܕίϩφ΢Πϧεײછ঱ରؔࡦ࿈���ԯ�
���ສԁ

ʢରલ೥౓çʴ���ԯ�
���ສ�ઍԁʣ

ग़額Λ市ຽࡀ �ਓ౰ͨΓʹ͢ࢉ׵Δͱɹ��ສ�
���ԁ
民生費

��ສ���ԁ

Ӵੜඅ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ����ˋʣ

අ࠴ެ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

૯຿අ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ����ˋʣ

ҭඅڭ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

౔໦අ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

೶ྛਫۀ࢈අ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

঎޻අ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

ফ๷අ
��ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

අچ෮֐ࡂ
�ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

ٞձඅ
�ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

࿑ಇඅ
�ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ���ˋʣ

ຽੜඅ
���ԯ�
���ສ�ઍԁ
ʢ����ˋʣ

衛生費
��ສ�
���ԁ

公債費
̒ສ�
���ԁ

総務費
��ສ�
���ԁ

教育費
̑ສ�
���ԁ

土木費
̑ສ�
���ԁ

商工費
̐ສ�
���ԁ

消防費
̍ສ�
���ԁ

災害復旧費
�
���ԁ

議会費
�
���ԁ

労働費
�
���ԁ

　

あ
わ
せ
て
、
将
来
の
市
政
運
営
を
見
据

え
て
財
政
構
造
の
健
全
化
に
も
取
り
組
ん

だ
結
果
、
普
通
会
計
の
実
質
収
支
は
��
億

２
、７
３
３
万
７
千
円
（
６
ペ
ー
ジ
参
照
）

と
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
を
確
保
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
荘
内
病
院
で
は
、
新
病
院
と
な

っ
て
初
め
て
黒
字
と
な
る
な
ど
、
全
て
の

特
別
会
計
、
企
業
会
計
で
黒
字
決
算
と
な

り
ま
し
た
。

　

一
方
、
合
併
以
降
受
け
て
き
た
地
方
交

付
税
の
優
遇
措
置
が
令
和
２
年
度
を
も
っ

て
終
了
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ま
で
の
市

債
の
返
済
が
本
格
化
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
も
第
２
次
総
合
計
画
と
行
財
政
改

革
を
両
立
さ
せ
る
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
き
ま
す
。

άϥϑᶄࡀग़の಺༁

農林水産業費
̏ສ�
���ԁ



�

　
令
和
2
年
度
は
、
合
併
特
例
期
間
終
了

後
の
財
政
の
健
全
性
に
留
意
し
つ
つ
、
第

２
次
総
合
計
画
に
お
け
る
重
要
事
業
や
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
地
域
ま
ち
づ
く
り

未
来
事
業
な
ど
を
推
進
し
ま
し
た
。

　
さ
ら
に
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
対
策
と
し
て
感
染
防
止
対
策
に
取
り
組

む
と
と
も
に
、
市
民
生
活
や
地
域
経
済
へ

の
影
響
を
考
慮
し
、
様
々
な
支
援
等
対
策

に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
ま
た
、
行
財
政
改
革
を
進
め
る
た
め
、

定
員
適
正
化
や
、
事
務
事
業
の
見
直
し
な

ど
に
よ
る
経
常
経
費
の
縮
減
、
基
金
の
活

用
と
維
持
拡
充
、
市
債
の
繰
上
償
還
な
ど

を
実
施
し
ま
し
た
。
　

　
こ
れ
ら
の
結
果
、
令
和
２
年
度
の
決
算

は
、
一
定
の
剰
余
金
を
計
上
し
、
財
政
の

健
全
性
を
維
持
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

άϥϑᶅ

ೖࡀ ग़ࡀ ࣮࣭ऩࢧ

��

��

��

࣮࣭ऩֹࢧ
ʢԯԁʣ

���

���

���

���

����

�����

�����

�����
����������

�����
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�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

�����

��������
����

����

ͦͷଞͷܦඅ౤ࢿతܦඅ

ැॿඅެ࠴අਓ݅අ
ʢԯԁʣ

���

���

���

���

���

���

���

�����
�����

�����

���������
�����

���������� �����

�������� ����

�������� �����

�����

����

�����

����

����

�����

�����

�����

����

����

ී௨ձܭのࡀೖࡀग़額ͱ࣮࣭ऩࢧ額の推移άϥϑᶆී௨ձܭのੑ࣭ผࡀग़額の推移

���

ฏ੒��೥౓ ��೥౓ ��೥౓ ̎೥౓ฏ੒��೥౓ ��೥౓ ��೥౓ �೥౓ྩ࿨ݩ೥౓ ྩ࿨ݩ೥౓

���

���

���

令和２年度の財政状況

���

����

લ೥౓ͱൺ΂ͨओͳࡀೖのঢ়گʢओͳ૿ݮのཧ༝ʣɹ���άϥϑᶃɾᶅࢀর
˙ࣗओݯࡒ
˓市੫ʜ�ԯ�
���ສ�ઍԁの૿
　�法人市民税や入湯税の減、個人市民税や

固定資産税の増
˙ґଘݯࡒ
˓஍ํަ෇੫ʜ�ԯ�
���ສԁのݮ
　ී௨ަ෇੫ͷݮ

�ग़ۚʜ���ԯࢧݿࠃ�˓���ສ�ઍԁの૿

　�特別定額給付金給付事業費補助金や新型
コロナウイルス感染症対応地方創生臨時
交付金の増

�ग़ۚʜ�ԯࢧݝ˓���ສ�ઍԁの૿
　新型コロナウイルス感染症対策に係る各
　種補助金や国勢調査委託金などの増
˓市債ʜ�ԯ�
���ສԁのݮ
　ެཱอҭԂҠసվஙۀࣄͷݮ

લ೥౓ͱൺ΂ͨओͳࡀग़のঢ়گʢओͳ૿ݮのཧ༝ʣ��άϥϑᶄɾᶅɾᶆࢀর
˙�ٛ ຿తܦඅʢࢧग़͕ٛ຿෇͚ΒΕ͍ͯ
るおۚʣ
˓�ਓ݅අʜ�ԯ�
���ສ�ઍԁの૿
　�会計年度任用職員制度（˒）の開始によ

る増
˓�ැॿඅʢੜ׆อޢඅ΍োऀ֐౳΁ͷ
ԉॿඅͳͲ෱ࢱͷͨΊͷおۚʣʜ�ԯ
�
���ສ�ઍԁの૿

　�子どものための教育・保育給付事業の増
˓ެ債අʜ�ԯ�
���ສ�ઍԁのݮ

　繰上償還による市債償還額の減
˙�౤ࢿతܦඅʢಓ࿏΍ݐ෺ͷݐઃͳͲɺ
ࣾձࢿຊͱͯ͠কདྷʹ࢒る΋ͷʹ࢖Θ
Εるおۚʣ
˓�ී ௨ݐઃۀࣄඅʢಓ࿏΍ֶߍ౳ɺެ ڞ
ઃඅͳͲʣʜ�ԯ���ສ�ઍԁݐઃͷࢪ
のݮ

　�ެ ཱอҭԂҠసվஙۀࣄɺখɾதֶྫྷߍ
๪ઃඋ੔උۀࣄͷݮ

˒会計年度任用職員制度
஍ํެ຿һ๏౳ͷվਖ਼ʹΑΓɺύʔτλΠϜ೚༻৬һͷ報ु
౳͕ैདྷͷ෺݅අかΒਓ݅අʹม͞ߋΕͨ

ग़ֹࡀೖࡀ
ʢԯԁʣ
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ʣɹߴ࢒ʢछྨͱ೥౓຤گのঢ়ۚجཱੵ
ฏ੒��೥౓຤ ྩ࿨ݩ೥౓຤ ྩ࿨̎೥౓຤

ۚج੓ௐ੔ࡒ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ
ۚج࠴ݮ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ

そ
の
他
の
特
定
目
的
基
金

஍Ҭৼۚجڵ ��ԯԁ ��ԯԁ ��ԯ�
���ສԁ
ۚجઃ੔උࢪڞެ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ
Ճໜਫ଒ؗ੔උৼۚجڵ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ

ۚجԉࢧ༥ۚࡦରࡁܦٸۓ ‐ ‐ �ԯ�
���ສԁ

஍Ҭ·ͪͮ͘Γະདྷۚج �ԯ�
���ສԁ �ԯ�
���ສԁ �ԯ�
���ສԁ
ͦͷଞ �ԯ�
���ສԁ �ԯ�
���ສԁ �ԯ�
���ສԁ
খܭ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ ��ԯ�
���ສԁ

ܭ　　߹ ���ԯ�
���ສԁ ���ԯ�
���ສԁ ���ԯ�
���ສԁ

鶴岡市の借金額は？

　

積
立
基
金
の
総
額
は
、
対
前
年

度
２
億
９
、
９
２
４
万
円
の
増
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
小
・
中
学
校
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ

ス
ク
ー
ル
構
想
推
進
事
業
に
充
て

る
た
め
地
域
振
興
基
金
を
２
億
６
、

０
０
０
万
円
、
財
政
の
健
全
な
運

営
を
図
る
た
め
財
政
調
整
基
金
を

２
億
円
取
り
崩
し
た
一
方
で
、
緊

急
経
済
対
策
金
融
支
援
基
金
に
６

億
１
、
２
０
０
万
円
、
財
政
調
整

基
金
に
２
億
１
、
４
１
６
万
５
千

円
、
地
域
ま
ち
づ
く
り
未
来
基
金

に
２
億
１
、
１
５
０
万
円
を
積
み

立
て
た
こ
と
な
ど
に
よ
る
も
の
で

す
。

　

必
要
な
事
業
へ
の
財
源
活
用
や

財
政
の
安
定
化
の
た
め
、
適
切
な

基
金
の
取
り
崩
し
と
、
目
的
に
応

じ
た
基
金
へ
の
積
み
増
し
に
よ
っ

て
、
基
金
の
維
持
拡
充
を
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　

市
債
の
残
高
は
、
対
前
年
度
��

億
４
９
５
万
８
千
円
の
増
と
な
り

ま
し
た
。

　

ご
み
焼
却
施
設
整
備
事
業
や
一

般
廃
棄
物
最
終
処
分
場
整
備
事
業

な
ど
の
大
型
投
資
事
業
の
実
施
に

よ
っ
て
借
入
額
が
１
０
４
億
７
、

９
１
４
万
円
と
な
り
、
元
金
償
還

額
の
��
億
７
、
４
１
８
万
２
千
円

を
上
回
っ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で

す
。
な
お
、こ
の
借
金
の
中
に
は
、

そ
の
全
額
が
交
付
税
措
置
さ
れ
る

臨
時
財
政
対
策
債
（
★
）
も
含
ま

れ
、
そ
れ
を
除
い
た
市
債
の
残
高

は
５
６
４
億
７
、
３
１
２
万
９
千

円
で
、
対
前
年
度
��
億
７
、
３
２

７
万
円
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
借
金
を
す
る
場
合
で
も
、

合
併
特
例
債
や
過
疎
債
・
辺
地
債

な
ど
の
交
付
税
措
置
の
あ
る
有
利

な
起
債
を
最
大
限
活
用
し
、
将
来

負
担
の
軽
減
を
図
っ
て
い
ま
す
。

市債ʢआۚʣߴ࢒の૯額
���ԯ�
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ʢݐઃۀࣄ౳ʣ

財政調整基金　೥౓ؒͷݯࡒͷෆߧۉΛ
ௐ੔͢るͨΊͷۚجɻࡁܦෆگ౳ʹΑる
େ෯ͳ੫ऩݮ΍ɺ֐ࡂͷൃੜ౳ʹΑるࢧ
ग़ͷ૿ՃͳͲ΁ͷඋ͑ͱͯ͠ੵΈཱͯͯ
͍る
減債基金　஍ํ࠴ͷঈؐٴͼͦͷ৴༻ҡ
අͷঈؐ࠴ɻެۚجͷͨΊʹઃஔ͢る࣋
Λܭըతʹͨ͏ߦΊʹੵΈཱ͍ͯͯる
地域振興基金　߹ซࢢொଜ͕஍Ҭॅຽͷ
Ұମৢײ੒΍஍ҬৼڵΛ໨తʹઃஔ͢る
ۚج
�緊急経済対策金融支援基金　৽ܕίϩφ
΢Πϧεײછ঱ͷࡁܦٸۓର܎ʹࡦるར
ۚجΛ֬อ͢るݯࡒ౳ʹඞཁͳڅิࢠ

用語の解説ɹ

ຽ�ਓ౰ͨΓࢢ
��ສ�
���ԁ

市債ߴ࢒の推移 市債発行額の推移

���

鶴岡市の貯金額は？
جཱੵ ʢۚஷۚʣの૯額
���ԯ�
���ສ�ઍԁ

ʢରલ೥౓ɹʴ�ԯ�
���ສԁʣ

ຽ�ਓ౰ͨΓࢢ
��ສ�
���ԁ

ྩ࿨ݩ೥౓ ྩ࿨ݩ೥౓



�

令
和
２
年
度
の
特
別
会
計
と
企
業
会
計
の
決
算

ձ໊ܭ౳ ֹࢉೖܾࡀ ֹࢉग़ܾࡀ Ұൠձ܁ܭग़ֹ ओͳۀࣄͷ಺༰
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ਫಓۀࣄ
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Լਫಓۀࣄ
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ܭձۀا

　

こ
こ
で
は
特
別
会
計
と
企
業
会
計
の
決
算
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
は
営

利
目
的
で
は
な
く
公
益
的
で
あ
る
た
め
、
収
入
が
不
足
す
る
場
合
は
一
般
会
計
か
ら
の
繰

出
金
を
受
け
て
運
営
し
て
い
ま
す
。

ྩ࿨̎೥౓ ྩ࿨ݩ೥౓ ݮ　૿
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తʹɺޙ೥౓ʹฦࡁ༧ఆͷ
ࡁΛલ౗͠Ͱฦۚݩͷ࠴ࢢ
͢る΋ͷ

普
通
会
計
決
算
収
支
の
状
況

　

令
和
２
年
度
は
、
歳
入
は
市
税
や
ふ
る
さ
と
寄
附
金
が
増

収
と
な
り
、
ま
た
経
費
節
減
な
ど
歳
出
抑
制
の
効
果
な
ど
も

現
れ
、
実
質
単
年
度
収
支
は
前
年
度
に
引
き
続
き
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。
引
き
続
き
、
歳
入
と
歳
出
の
バ
ラ
ン
ス
を
保
ち

財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。
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今
後
の
課
題

こ
れ
か
ら
の
財
政
運
営

【
合
併
特
例
期
間
が
終
了
】

▼
優
遇
措
置
が
終
了
し
ま
し
た

○
地
方
交
付
税
の
優
遇
措
置
の
終

了
　

平
成
��
年
度
か
ら
�
年
間
掛
け

て
段
階
的
に
縮
減
さ
れ
て
き
た
地

方
交
付
税
の
優
遇
措
置
が
、
令
和

�
年
度
を
も
っ
て
終
了
し
ま
し
た
。

▼
合
併
特
例
債
の
残
り
が
僅
か

○
発
行
可
能
残
額
は
約
30
・
４
億

円
（
令
和
２
年
度
決
算
時
）

　

合
併
特
例
債
は
、
事
業
費
に
対

す
る
起
債
の
割
合
や
、
交
付
税
算

入
率
な
ど
で
ほ
か
の
起
債
よ
り
有

利
な
起
債
で
す
。
令
和
７
年
度
ま

で
発
行
可
能
で
す
が
、
発
行
可
能

額
が
残
り
少
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

【
今
後
の
財
政
運
営
は
？
】

▼
更
な
る
行
財
政
改
革
に
取
り
組

み
ま
す

○
安
定
的
な
収
入
を
増
や
す
取
り

組
み

　

歳
入
は
、
国
・
県
の
交
付
金
や

市
債
等
の
依
存
財
源
に
頼
っ
て
い

ま
す
。
安
定
的
な
収
入
と
な
る
自

主
財
源
の
確
保
に
向
け
て
、
税
源

の
か
ん
養
、
市
税
等
の
徴
収
率
の

向
上
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
を

一
層
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
ふ
る
さ
と
寄
附
金
の

増
収
に
努
め
ま
す
。

○
歳
出
を
減
ら
す
取
り
組
み

　

必
要
な
施
策
を
実
施
す
る
一
方

で
、
費
用
の
増
大
を
招
か
な
い
よ

う
、
職
員
定
数
の
適
正
化
、
事
務

事
業
の
更
な
る
効
率
化
を
図
り
、

経
常
経
費
を
一
層
節
減
し
、
適
正

な
優
先
度
に
基
づ
く
投
資
事
業
の

実
施
に
努
め
て
い
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。

○
基
金
の
活
用

　

地
方
交
付
税
の
縮
減
に
備
え
、

平
成
��
年
以
降
に
生
じ
た
黒
字
分

を
基
金
に
積
み
立
て
て
き
ま
し
た
。

安
定
的
な
財
政
運
営
の
た
め
に
財

政
調
整
基
金
な
ど
各
種
基
金
の
適

切
な
水
準
維
持
に
努
め
な
が
ら
、

有
効
に
活
用
し
て
い
き
ま
す
。

　
今
後
も
、
対
話
を
重
視
し
、
市

民
本
位
の
視
点
か
ら
の
行
財
政
改

革
に
積
極
的
に
取
り
組
み
つ
つ
、

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
社
会
経
済
活
動

の
変
化
に
よ
る
本
市
財
政
へ
の
影

響
も
考
慮
し
な
が
ら
、
よ
り
一
層

の
財
政
の
健
全
化
に
努
め
ま
す
。

市
政
の
振
興
・
発
展
と
安
全
・
安

心
な
市
民
生
活
の
維
持
向
上
の
た

め
に
必
要
な
各
種
施
策
に
着
実
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

˒ඪ४ࡒ੓ن໛
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਺஋

४جશԽ݈ظૣ
ʢԫ৭৴߸ʣ

४جੜ࠶੓ࡒ
ʢ੺৴߸ʣ

財
政
健
全
化
判
断
比
率
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○
実
質
公
債
費
比
率

　

地
方
公
共
団
体
の
資
金
繰
り
の
危
険
度

を
示
す
指
標
で
す
。
公
債
費
の
ほ
か
に
公

営
企
業
債
に
対
す
る
繰
出
金
や
一
部
事
務

組
合
の
公
債
費
に
対
す
る
負
担
金
等
を
含

め
た
実
質
的
な
公
債
費
相
当
額
が
、
標
準

財
政
規
模
（
★
）
に
占
め
る
割
合
を
指
し

ま
す
。

　

２
年
度
は
５
・
�
％
で
、
対
前
年
度
で

０
・
３
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
ま
し
た
。

○
将
来
負
担
比
率

　

将
来
の
財
政
を
圧
迫
す
る
可
能
性
に
つ

い
て
の
指
標
で
す
。
実
質
公
債
費
比
率
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
公
債
費
等
に
加
え
、

第
三
セ
ク
タ
ー
の
負
債
の
う
ち
、
市
が
損

失
補
償
や
債
務
保
証
を
し
て
い
る
も
の
で

経
営
状
況
等
に
応
じ
て
見
込
ん
だ
負
債
額

を
合
算
し
た
将
来
負
担
額
が
、
標
準
財
政

規
模
に
占
め
る
割
合
を
指
し
ま
す
。

　

２
年
度
は
、
正
職
員
数
の
減
に
よ
る
退

職
手
当
負
担
見
込
額
の
減
等
に
よ
り
、
対

前
年
度
で
３
・
９
ポ
イ
ン
ト
改
善
し
て

��
・
５
％
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
水
準
は
、

早
期
健
全
化
基
準
３
５
０
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
運

営
に
支
障
を
来
す
状
況
で
は
な
い
と
判
断

さ
れ
ま
す
。

 

「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
に

基
づ
き
、
財
政
健
全
性
に
関
す
る
比
率
（
健
全
化
判
断
比

率
、公
営
企
業
の
資
金
不
足
比
率
）
を
公
表
し
て
い
ま
す
。

　
各
比
率
が
基
準
を
超
え
た
場
合
は
、
財
政
健
全
化
計
画

の
策
定
等
が
義
務
付
け
ら
れ
ま
す
。

　
鶴
岡
市
の
状
況
は
表
①
の
と
お
り
で
す
。
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地魚消費・利用促進事業「パパっとお家で
魚ごはん講座」の開催
　食のアンバサダー（第１回次世代料理人決定戦 
入賞者）に任命されている料理人が講師を務め、
地魚を家庭で調理する際のポイントやメニューな
どを伝授。講座の様子は鶴岡食文化創造都市推進
協議会ホームページで公開しています。

コミュニティセンター整備事業
　旧小堅小学校の校舎を活用し、小堅コミュニテ
ィセンターを整備しました。地域の活性化や関係
人口の拡大を目指し、地域の活動拠点として、住
民のまちづくり活動や地区内外の方々との交流等
に取り組んでいます。

子ども見守りサポートモデル事業
　放課後児童クラブがない小学校区の児童が安全
に過ごせるよう、小学校の長期休業中等に自治振
興会などの地域団体が実施する預かり事業を支援
しました。

ྩ࿨̎೥౓のओͳۀࣄ
ྩ࿨̎೥౓ʹ࣮ۀࣄͨ͠ࢪのҰ෦ΛࣸਅͰ঺հ͠·͢ɻ

ごみ焼却施設整備事業
　平成30年度から実施していた、新たなごみ焼
却施設建設工事が３月に完了。令和３年４月から
は、ごみ焼却の熱を利用して発電を行い、施設の
電気をまかないながら、余った電気は売電し、市
内の小・中学校など地域に電気を送っています。

新型コロナウイルス感染症対策  医療従事
者支援事業
　新型コロナウイルス感染症の感染リスクと闘い
ながら、地域医療を支えている多くの医療従事者
を支援するため、赤川花火大会とコラボレーショ
ンした新型コロナ感染症対策支援寄付金を創設。
ふるさと納税も活用し、感染防止対策の徹底や地
域医療の維持に向け、医療物資を贈呈しました。

ＧＩＧＡスクール構想推進事業
　本市の全ての小・中学校に、高速大容量の通信
ネットワークと１人１台のタブレット型パソコン
を整備しました。令和３年度から、教員や子供た
ちが積極的に端末を活用しながら学んでいます。
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酒井家庄内入部400年記念事業の公式ロゴ
マークが決定
　令和４年の酒井家庄内入部400年記念の年に向
け、公式ロゴマークデザインを公募。一般投票に
よる最終審査を経て３月に決定しました。

ＳＤＧｓ未来都市推進事業
　令和２年７月に、本市は「ＳＤＧｓ未来都市」
に選定。市民へのＳＤＧｓの普及推進のため、市
内中学校で出前講座を実施しました。

鶴岡市民芸術フェスタ2020（芸術文化振興事業）
　৽ܕコロナウイルス感染症の影響で「鶴岡市芸術祭」が
中止となったため、発表の機会を設けることで市内の団体
の芸術文化活動を支援しようと開催。36団体・約500人が
荘銀タクト鶴岡の舞台で活動の成果を披露しました。

荘内病院の遺伝子検査室・検査機器の整備
　新型コロナウイルス感染症患者の確認を迅速に
行うため、遺伝子解析装置（ＰＣＲ検査機器）等
を購入し、新たに遺伝子検査室を整備しました。

鶴岡公園正面広場整備事業
　令和４年度の完成を目指す鶴岡公園正面広場の
実施設計を作成するに当たり、市民の意見を大切
にしようと市民ワークショップを開催。高校生や
子育て関係者など幅広い方々が参加しました。景
観の保全等を考慮しつつ、ワークショップの意見
も踏まえた整備内容となっています。

園芸産地つるおかプロジェクト事業
　園芸作物の農業産出額200億円の達成に向けて、
生産者の増加や作付面積の拡大を図るため、ＪＡ
と協調した重点的支援を実施。櫛引地域にキュウ
リ、西郷地区にミニトマトのパイプハウス団地等
を整備しました。

地域介護予防活動支援事業
　ॅຽओମͷհޢ༧๷׆ಈ΍௨͍ͷ৔ͮ͘Γͷऔ
Γ૊ΈΛਪਐ͍ͯ͠·͢ɻ׆ಈ͕ఆண͖ͯͨ͠ஂ
ମʹ͸ɺܰؾ͕ऀྸߴʹऔΓ૊ΊるΑ͏ߟҊͨ͠
ϦζϜମૢʮつるおかؾݩମૢʯͷ̙̫̙Λ࡞੒
͠഑෍͢るͳͲɺܧଓͯ͠ࢧԉ͍ͯ͠·͢ɻ
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令和２年度に各地域の特性を生かして実施した事業を紹介します。

次世代を担う子供たち食農体験事業
　地域の子供たちに、農業の魅力を知ってもらい、その
未来への関心や地域への誇りを持ってもらおうと「田ん
ぼの生き物調査」を実施しました。藤島地域の３つの小
学校の５年生83人が、田んぼに入り、農業と生き物の関わ
りを学ぶとともに本市の豊かな自然環境を体感しました。

〈藤島地域〉

たらのきだいネイチャーパーク事業　
ɹ櫛引たらのきだいスキー場の魅力向上のため、赤・緑・
青のカラフルな３色照明を３つ設置。幻想的なゲレンデ
は、ＳＮＳ（会員制交流サイト）で映えるスポットとし
て、多くの家族連れや若者などでにぎわいました。

〈櫛引地域〉

温海地域公共交通網形成事業
ɹ路線バスに代わる公共交通として、昨年10月１日に
温海地域乗合タクシーの試験運行を開始。温海地域公共
交通運営協議会が運営主体となり、地域に根ざした、よ
り良い生活交通の実現を目指し取り組んでいます。

〈温海地域〉

羽黒山随神門前ポケットパーク整備事業
　羽黒山観光の起点となる随神門前に、トイレ、待合所、
広場を兼ね備えた新たなにぎわい拠点「羽黒山随神門前
ポケットパーク」を整備しました。

〈羽黒地域〉

食と六十里越街道トレッキング連携事業
 「里山料理付き！落ち葉の六十里越街道を往く」をテー
マに開催しました。参加者がトレッキングで大自然を満
喫した後に、地場産食材をふんだんに活用した里山料理
を提供。食文化を地域の魅力として発信しました。

〈朝日地域〉

௽Ԭ市のࡒ੓ɾܾٴࢉͼ͜のಛूʹ͍ͭͯの໰߹ͤ͸ຊॴࡒ੓՝΁
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鶴岡地域まちづくり未来事業
　日本遺産「北前船寄港地・船主集落」に認定されている加
茂地区。住民を対象に観光ガイドを養成する研修を行っ
たり、観光看板を設置したりするなど、地区住民が主体と
なって加茂地区の魅力や歴史の発信に取り組んでいます。

〈鶴岡地域〉




